
Images of the Han Chinese Reflected in the Oral
Poetry of the Liang shan Yi

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2010-02-16

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 小門, 典夫

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.15021/00004195URL
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　　　　 涼 山舞 族 の口誦 詩 に み え る漢族 の イ メー ジ

　　　　　　　　　　　 小　　門　　典　 　夫*

Images of the Han-Chinese Reflected in the Oral Poetry 

            of the Liang-shan Yi

Norio  KoICAno

   Various social phenomena are reflected in oral poetry, and so it is 

very useful for understanding the society in which it was created. When 

we are investigating how a matter is viewed by an ethnic group, the for-

mulaic phrases that we find in their oral poetry are valuable owing to 

their very formulaic nature because the common, ordinary views of a 

society can be embodied in those phrases. 
   By using Yi source materials, this paper describes and surveys the 

formulaic phrases whose content can reflect how the Yi people living in 

the Liang-shan district, Si-chuan, China, viewed the Han-Chinese in the 

past. Then, based on the described images of the Han-Chinese, the 
author examines how the Yi people saw ethnic relations with the Han-

Chinese. 

   The Yi are an ethnic minority mainly distributed over the provinces 

of Si-chuan, Yun-nan, Gui-zhou and the Guang-xi Zhuang Autonomous 

Region. There are about 1,500,000 Yi people in the Liang-shan district 

now. The language spoken by the Yi belongs to the Tibeto-Burman 

group. 
   Through research and examination, the author reached the follow-

ing conclusions: 

   (1) It is very probable that the period when the main images of the 
Han-Chinese were formed to be reflected in Yi oral poetry ranges from 

the Qing dynasty to the Kuomintang period. This conclusion is based 

on the fact that there are phrases expressing opium, guns and the or-

namental gems on caps worn by Qing dynasty officers; it is also sup-

京都大学,国 立民族学博物館研究協力老

Key Words : Liang-shan Yi, Han-Chinese, oral poetry, formulaic phrase, image

キ ー ワ ー ド:涼 山,漢族， 口誦詩　 ,固 定 化 した 表 現,イ メー ジ

587



588

国立民族学博物館研究報告　　19巻4号

ported by the fact that the phenomena reflected in the oral poetry agree 
with those reported in the ethnographies written by those who visited the 

Liang-shan district at that period. 

   (2) The Han-Chinese were recognized as an ethnic group distinct 
from the Liang-shan Yi themselves. Among the ethnic groups known to 

the Liang-shan Yi, the Han-Chinese occupied their main interest. 

   (3) Two images of the Han-Chinese are especially conspicuous: 
 i) One is that of the Han-Chinese as the people in power. We can in-

fer this image from the formulaic expressions concerning Han-Chinese 

officers accompanied by large armies. The Han-Chinese officers are also 

associated with jails to put the Liang-shan Yi in. We can suppose that 

the Liang-shan Yi felt themselves oppressed under the power of the Han-

Chinese officers supported by their overwhelming military force. The Yi 

tried to keep a friendly relationship with the Han-Chinese officers while 
they could get benefit from it. This makes it easy for us to understand 

why the Liang-shan Yi did not hesitate to attack the Han-Chinese once 

their power was weakened and the advantage of cooperation with them 

was lost. 

   ii) Another image is that of the Han-Chinese as suppliers of com-

modities. This image can be inferred from many formulaic expressions 

concerning merchandise sold by the Han-Chinese merchants. It in-

cludes articles such as salt, cotton cloth, liquor, candy, guns, pans, etc. 

It is likely that the Liang-shan Yi were attracted by the  affluence that the 

Han-Chinese possessed. That affluence itself may have stimulated the 
Yi to plunder the Han-Chinese. 

   4) In many formulaic phrases, political and economic activities are 

associated with cities and streets where Han-Chinese lived. It is probable 

that the cities located around the Liang-shan Yi district worked as an im-

portant place of contact between the Han-Chinese and the Liang-shan 
Yi.
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0.目 　　 的

1.序 　　論

　 L1.涼 山舞族につ いて

　1.2.涼 山舞族 の奴隷制度の概略

　 1.3,涼 山地 区におけ る王朝に よる統治

　　　 の概略

　 1.4.資 料の説明及びその利用方法

　 1.5.舞 語のc一 マ字表記一覧表

2.本 　　論

　2.1.漢 族区 と舞族区の対立

　2.2.漢 族区の役人 と牢獄

　2.3.漢 族への物質的依存関係

　2.4.漢 族 と舞族 の間 の習慣の差 異

3.考 　　察

　3.1.イ メージ形成 の時期

　3.2.主 要な他民族 としての漢族

　3.3.物 資供給者 としての漢族

　3.4.権 力 としての漢族

　3.S.都 市の役割

4.結 　　語

0.目 　 　 的

　口諦詩(oral　poetry)に は様々な事象が反映されているが,本 稿の目的は,特 に,

中国四川省涼山地区の舞族が漢族に対 してもっているイメージを反映する表現を記述

報告 し,そ れに基づいて,過 去に舞族が漢族 との民族関係をどのように認識 していた

かを方法論的試論として考察することにある。

1.序 　 　 論

1.1.涼 山舞族 につ いて

　言語的にはチベ ット・ビルマ系の言語である舞語を使用 し,ま た,民 族独 自の文字

を有 している舞族は中国の少数民族の一つであ り,主 に四川省,雲 南省,貴 州省,広

西省の各地に居住 している。中国の1990年 度の人 口統計では,舞 族の総人口は657万

人余 りであり,中 国の他の少数民族であるチワン族,満 州族,回 族,ミ ャオ族,ウ イ

グル族についで,少 数民族中第六番目の人 口を擁 している。

　舞語はいくつかの方言に分類されているが,本 稿では,舞 語の北部方言を使用 し,

主に舞族の密集区である四川省涼山州舞族自治州に居住する自称ノス(nuOSU)ま た

はネス(nieSU)と いう舞族の口諦詩について述べる。以下本稿で舞族や舞語 という

場合,こ の地区の舞族や舞語のことを指している。

『当代四川』叢書編集部 【1992]によれば,涼 山舞族自治州に居住 している民族 と

して最も人口の多い民族は漢族であ り,198.5万 人で州総人口の53.6%を 占めている。
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次 い で 舞 族 の154万 人 が 多 く}州 総 人 口の約42.29%を 占 め て い る。 三 番 目は チ ベ ッ ト

族 で,5万 人 余 りで あ り,州 総 人 口の約1.4%を 占め て い る。 自治 州 内 に居 住 す るそ の

他 の 民族 と して は,モンゴル 族,回 族,ミ ャオ族,リ ス族,ブ イ 族,タ イ族,ナ シ族,

チ ワン族,ペ ー族 そ の他 が い る。

1.2.涼 山舞族の奴隷制度の概略

　涼山舞族の社会に関 しては,こ れまで,民 族学その他の研究者によって実地調査や

漢籍に見える記録に基づ く記述 ・研究があるが,今 まで報告された涼山舞族の伝統的

な社会の特徴の中で最も注目されて来たことは,今 世紀50年 代,中 華人民共和国共産

党の指導のもとに奴隷解放を含む改革が行われるまで,奴 隷の所有が行われていたと

いうことであると思われる1㌔

　奴隷が所有されていた旧社会での成員は五つの階層に区分される。上から順v'　 語

でズモ(nzy　 mop),ノ ホ(nuo　 hop),チ ノ(qux　 nuo),ガ チ ェ(mgap　 jie),カ シ

(ga　xy)と 呼ぼれる。このうち,血 統によりその地位を保証 されているズモとノホが

奴隷主階級の主体である。一方,奴 隷階級の主体はカシとガチェである。最下層のカ

シは主に家内労働に従事するものであるが,自 由に売買されるものであ り,人 身的自

由を欠 くものである。なお,ノ ホとチノはそれぞれ漢語で黒舞,白 舞と呼ぼれる1『涼

山舞族奴隷社会』編写組　1982:68-73】。

　以下本稿では,金 銭で自由に売買され,人 身的 自由を欠き,主 に家内労働に従事す

るもので,舞 語のカシとい う概念で指示されている存在を 「奴隷」という言葉で呼ん

でいる。その来源の中には奴隷主に略奪されて来た漢族 も含まれていた。そのため涼

山の周縁部に居住 している漢族などからは恐れられることとなっていた。階層的に中

間に位置するチノとガチェをどう位置づけるかが奴隷 という概念の理解にかかわって

くるが,そ の問題は本稿の考察の範囲を越えるものであるので論 じない。

1.3.涼 山地区における王朝に よる統治の概略

　中国の王朝政権による統治制度 としては,土 司制度 と呼ばれるものが涼山地区でも

元朝,明 朝,清 朝を通 じて実施されていた。土司制度 とは土着の有力者に王朝側が世

襲の官職を与えてそのままその土地を治めさせる統治制度である。従来,涼 山地区の

1)涼 山葬族 の奴隷制 が注 目され て来た ことは,「 奴隷」 とい う語 を書 名に含む単 行本[胡

　1985;『涼 山舞族奴隷社会』編写組　1982;周 　1983】 が数冊出版 されている点か らも知 られ

　 る。
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最高統治者は舞語でズモ(nzy　 mop)と 呼ばれる階層のものであったので,ズ モの階

層であったものの中から土司が任命されることとなった。このような土司制度と並ん

で流官制度と呼ばれる王朝 より任命されて赴任 して来る漢族の役人による統治方法も

統治区の状況に応 じて行われていた。明の中期以後,涼 山の一部の地区では少数の土

司が除かれ,代わ りに王朝側の役人によって直接統治が行われたことが知られている。

また,明 朝の時に,大 量の駐屯兵が涼山地区に移って来て涼山地区における漢族側の

統制力を高めた。本来最高統治者であったズモは明代中期以後,ノ ホ階層の台頭によ

って,次 第に力を失って行ったが,王 朝側の意を受けたズモによる統治の崩壊にとも

なって,漢 族をも含む人身が奴隷主に略奪されて奴隷とされることが増加して行 った

【『涼山舞族奴隷社会』編写組　1982:18-25,32-39】 。

　清朝の時には最初のうちは清朝側の勢力が強く,そ の軍事力を背景として,舞 族の

抑圧が比較的うまく行われていたが,清 朝の中期以降から民国期になると,中 国の中

央政権の弱体化とともに,舞族区での漢族側による統制力は総体的に弱まって行った。

しか し,漢 族側も時に大軍を動員することによって,一 時的に涼山の中心部へと勢力

をもりかxす こともあった 【高　1978:56-65】。

1.4.資 料の説 明及びその利用方法

　1.4.1.本 稿では,こ れまでの研究では資料 としてほとんど使用されることのなか

った口謂詩という新しい資料を用いることによって,舞 族自身のもつ認識を考察して

いる点に特徴がある。中国ではここ十数年来,古 舞文を新たに整備 しなお した音節文

字を用いて口承文芸を記録するということが行われてきている。本稿ではこうして文

字テキス ト化され,公 刊されている口諦詩の各ジャソルのものを総合的に使用した。

また,古 舞文を用いて記録されて今に伝わってきたものも含めている。

　 1.4.2.資 料 と して利 用 した 口論 詩 の各 ジ ャ ソル の うち,格 言 詩2)の よ うに か な り

固定 化 した 表 現 を も って一 般 の 人 々の 日常 生 活 の 中 に お い て 口頭 で使 用 され て い る も

の に は,と りわ け,そ う した 格言 詩 を生 み 出 した民 族 の一 般 的 な認 識 感 情 が 表 現 さ

れ て い る こ とは 十 分考 え られ る こ とで あ り,こ の よ うな性 質 を も って い る 口訥詩 を資

2)本 稿 で格言詩 と呼んでいるものは舞語 でル ビ(lu　 byx)と 呼ばれ るものであ り,対 句的な

　 二 句か らなるものが多いが,四 句,六 句ない しはそれ以上 の長 さの ものもあ る。一句の音節

　 数 としては五音節や七音節の ものが比較的多いが,さ らに多 くの音節か らな るもの もある。

　 この ような音律を備え るル ビはほぼその ままで詩 の中Y'取 り込 まれ て詩 の一部 として使用さ

　 れる。 ル ビは内容的には格言や ことわ ざとしての性質を もつが,形 式的 には詩の特徴を備え

　 ているがゆ えに本稿では暫定的に格言詩 と訳 してお く。
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料 として用いて舞族とい う民族自身のもつ認識を考察することは有意義であると思わ

れる。格言詩以外の詩のジャソルとしては歌謡(yiet　hxop)や 舞語でクソジュ(kep

nrep)と 呼ばれる即興で朗諦 される口諦詩などがあるが,こ れらの口諦詩にも固定化

した表現を見い出すことができ,や はり民族の一般的な認識を考察する資料としての

価値をもつものと思われる。

　1.4.3.本稿では,口 諦詩に表現 されていることを考察す る際に,今 世紀前半,す な

わち中華人民共和国によって奴隷の解放が実施される以前の時期に自ら涼山に至 り観

察を行った学者の記録を参照 しているが,特 に高 【1978]を多く参照 している。本研

究で利用 した高 【19781は台湾で出版されたものであるが,こ れは 日本語に抄訳 され

ている曽 【1982]と同一のものである。その訳書の解説によれば,原 書はr大 涼山夷

区考察記』 といい1945年 に初版が昆明で出されたものであ り,著 者の名は曽昭倫とい

い,1941年 夏涼山で実地調査を行っている。

　1.4.4.口 諦詩の引用に当た っては,現 在舞族の人々に舞文字の標音手段 として公

式に使用されているローマ字表記に直 して引用 してある。表記法については次項

【1.5.1を参照のこと。各単語の下には逐語訳を示 し,さ らに全文訳をつけた。逐語訳

において 「(助)」としたのは助詞または助動詞であることを示す。個別の語について

は,例 えぽ 「(否定)」 のようにより具体的に意味を表記しているものもある。「(量)」

と記してあるのは量詞である。なお,土 語的な差異などに起因するものを含む と思わ

れるが,原 文の表記が舞語の標準音と異なる場合があっても,そ のままローマ字表記

に直してある。

　1.4.5.便 宜上,口 諦詩の出典は以下に示 した略号で示 してある。NL　1,　NL2は 格

言詩であるが,こ の2冊 の著作には索引がついてお りページ数は容易に検索できるの

でページ数は省略してある。AZ,　NH,　NS,　SY,　VHは 歌謡である。　K　1,K2,　K3は クソ

ジュである。HMは 舞文献 として伝わって来ているものであ り,清 朝光緒年間の木

刻版が存するものである。それゆえ,HMに 示されている認識には清朝以前の舞族

のものが含まれている。NWも 文献 として伝わるものであ り,内 容は創世神話を主

としている。格言詩にも古舞文献に記録されて伝わるものがある。以下に略号を示 し

た著作以外からの引用は文献表の著者名と出版年度によってその出典を示 してある。
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AZ　 【涼山州編訳局　1983)　　　 NL1　 【涼山州編訳局　 1990b】

HM　 【羅　 1985]　　　　　　　　 NL2　 1涼山州編訳局　 1993】

K1　 【阿魯 ・盧19871　 　 　 NS　 【馬1988】

K2　 1嗅吟 ・他　 1988}　　　　　 NW　 【1馬　 1985】

K3　 【嗅恰 ・吉爾　1990】　　　　 SY　 　【涼山州編訳局　 1991】

NH　 l涼山州編訳局　1990a】　　 VH　 【越西県語委王清順等　 1987】

1.5.舞 語 の ローマ字 表記一 覧表

(【 】内は音声の簡略表記)

声母

b回 　　　p【ph]　　 bb【b　l　　 nb【mb]　 hm【m]　 　 m【ml　 　 f【fl　　 v[v]

d【tl　　　　t【th】　　　 dd【d】　　　nd【nd]　　　hn【nO】　　　　n【nl　　　　hl【1】　　　1Il】

gIk】　　　 klkh】　　 gglg】　　 mglOg】 　　 hx[h]　 　 ng回 　　　hlx】　　 w[Yl

z[ts]　　　　c[tsh]　　　zz[dz)　　　nz[ndz]　 　　　　　　　　　　　　　　　　 s[s]　　　　ss[z]

zh【t§】　　　ch[t§h】　『r【d2J　　　nr【nd2J　　　　　　　　　　　　　　　　　　sh【§1　　『 【司

j【tgl　　　　q【tghl　　　jj【d多】　　　 nj【nd多】　　　　　　　　　　　 ny【ゆ】　　　x【¢】　　　　y【多】

韻母　アンダーライ ソは張 り母音であることを示すためにつけられているが,回

と 国 は調音の際に喉頭部が特に緊張する。

i【i】ie[e】a[a】uo【 つ10【o】e【[u】u【u】ur【u】y【1】yr【1】

　声調　舞語には四つの声調があるが,中 平調には何もつけないほかは,音 節末に記

号をつけることにより区別される。()内 の数字は声の高さを1か ら5ま でに分け

声調の相対的高さを示したもの。

高平調(55) 中昇調(34) 低降調(21) 中平調(33)

記号 t X P 無標

以上の記号の他,wと い う記号も用いられ,こ れは,前 と同じ音節が繰 り返される
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こ とを 表 す 。

　 2.本 　 　 　 　 　 論

　 口諦 詩 の中 に比 較 的 頻 繁 に 見 え る漢 族,漢 族 区 の イ メー ジは 大 き く四 つ のテ ーマ の

下 に ま とめ られ る。 【2.1.】は 地 理 的側 面,[2.2.】 は 政 治的 側 面,【2.3.]は 経 済 的 側面,

12.4.1は 風 習的 側 面 を テ ーマ と して い る。 以 下,そ れ ら四つ を順 に記 述,考 察 して行

く。

　 な お,以 下 引用 す る 口諦 詩 の 中 では,舞 族 自身 の 自称 と して,ノ ス(nuosu)と 二

(nip)が 使 わ れ て お り,漢 族 の こ とは ホ(huo),ホ ホ(huo　 hop),ヘ ソ ガ(hxie

mgat),シ ョ(shuo)の いず れ か の 呼称 で表 現 され て い る。

　 2.1.漢 族 区 と舞 族 区 の 対 立

　 涼 山 の舞 族 の 口調 詩 に 見 え る他 民 族 は ほ とん どす べ て が漢 族 であ る。 他 の民 族 と し

ては チ ベ ッ ト族 が 見 え る3)0

　 格 言詩 で は,以 下 の 例 に よっ て知 られ る よ うに,舞 族 の居 住 区 と漢 族 の居 住 区 が 対

に され るか,列 挙 され る。 この こ とは 舞 族 の生 活 空 間 認 識 の 中 で は空 間 が舞 族 区 と漢

族 区 とに 大 き く二 分 され て存 在 して い る と い う こ とを反 映 す る も の と して 解 釈 で き

る。

it　　 qop　nip　 mu　 jj　o　 　　　　　　　　 自分の友が舞族区にいれば

自分の 友　舞族 土地 有する

it　　 nyuo　nip　 mu　 hxep　 　　　　　　　 自分の目は舞族区の方を見る

自分の 目　 舞族 土地 見る

it　　 qop　huo　 mu　 jjo　　　　　　　　　 自分の友が漢族区にいれば

自分の 友　漢族 土地 有する

it　　 nyuo　huo　 mu　 hxep　 　　　　　　　 自分の 目は漢族区の方を見る

自分の 目　 漢族 土地 見る

[NL1]

3)漢 族 とチベ ッ ト族以外 としては,プ(pup)及 びパ(ba)と い う古代Y'存 在 した といわれ

　る民族 の ことが格言詩に数例見えるだけ であ る。 プとい う民族 は葬族 より先に涼山地区に到

　来 していたとい うことが格言詩 か ら知 られ るが,そ れ以上のこ とは 口論詩か ら知 る ことは で

　 きない。
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hnepbo　 cox　na　 nip　 mu　 huo　 mu　 　 　 　 耳 で聴 け るの は舞 族 区漢 族 区 の

耳 　 　 　人 聴 く 舞 族 土 地 漢族 土地 　 　 　 到 る所 の 事

nyuo　zzyp　co　hxex　 bbox　 go　 lox　go　 　 　 　 目で見 え るの は 山や 谷 のあ る と

目 　 　 人 見 る 山 　 (助)谷(助)　 　 ころ まで

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 fNi.21

nip　mu　 huo　 mu　 ggexsse　cyp　ma　 ndit　 舞族区であろうと漢族区であろ

舞族 土地 漢族 土地 太陽　　一　 (量)懸 かる　 うとどこでも同 じ一つの太陽が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出ているように

su　jjyt　　　　　 su　yy　　　　 lixie　mop　 cyp　ma　 nyi

つまらない人物 りっぱな人物 心　　　 一　(量)　内在する

　　　　　　　　　　　　　　 小人物でも大人物でも同じ一つの心をもっている

　　　　　　　　　　　　　 [NL2]

言語の使用もやは り次のようY'　族 と漢族の言語の使用が対比して表現されてい

る。

nip　 qo　 nip　hxop　mu　 　　　　　　　　　 舞族と一緒にいれば舞語を話し

舞族 伴 う 舞語 　 　行 う

nip　hxop　ssyr　lyrw　 　　　　　　　　　　　　 まった くよどみなく

舞語　　 よどみなく話す様

huo　 qo　 huohxop　 mu　 　　　　　　　　　 漢族 と一緒にいれば漢語を話 し

漢族 伴 う 漢語　　　行 う

huo　hxop　lyt　chaw　 　　　　　　　　　　　　 流暢である

漢語　　 流暢な様

　　　　　　　　　　　　　[NL2]

　舞族区以外の地区として,チ ベ ット族区が漢族区 と並んで創世神話の中に表現され

ている。

　史詩[NW:85-86】 では,舞 族,チ ベット族,漢 族は大洪水で生き残った舞族の始祖

ジュム ・ブブの三人の子供の後喬だとい うことになっていて,ジ ュム ・ブブの三人の

子供が言葉を話し出してみると,三 人の話す言葉はそれぞれ異な り,長 男の話した言
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葉はチベ ット語,次 男の話 した言葉は舞語,末 の子の話 した言葉は漢語であったので

お互いの言葉が通 じなかったという。史詩には次のように述べられている。

vux　vu　 sse　suo　nyi　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ブ ブ の三 人 の 息 子 た ち は

(人名)　 子 三 　 (助)

suo　bbup　 suo　ddix　ggo　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 三 つ の 場 所 へ と別 れ て行 った

三 　 (量)　 三 　所 　 分 家 す る

vux　vu　lat　yip　li　　 hxie　mgat　 　 　 　 　 　 　 　 ブ ブ ライ は 漢族 で あ るが

(人名)　 　 　 (助)　 漢 族

syp　 la　 　mo　 ddu　 jjo　 　 　 　 　 　 　 　 広 い見 識 を 備 え て い る

解 る(助)見 え る(助)有 す る

lur　bbop　 mu　 sat　 zu　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 石 の山 を 土 地 の し る し と して

石 の 山　 土 地 標 識 立 て る

jjoP　jjiP　 　 ka　 nge　 　 cy　 　 wep　 lox　 す べ て の 平 野 を手 に入 れ て しま

平野 存在 す る(助)　 ～で あ る 三 人称 得 る(助)い

shuo　nuo　shur　nzix　zzur　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 大 海 のほ と りに住 ん で い る

大 海 　 　 　 　 へ り 住 む

vux　vu　gi　zyp　li　　 nuo　su　 　 　 　 　 　 　 　 　 ブ ブ キ ツは 舞 族 で あ るが

(人名)　 　 　 (助)　 舞 族

ry　nzup　 mu　 sat　 zu　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 草 を結 ん で 土地 の しる し と して

結 ん だ 草 土 地 標 識 立 て る

ggu　ci　ggu　hxo　jo　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 高 冷 地 を 廻 って い る

高 冷 地 　 　 　 廻 る

hxix　li　　 ap　bbu　 ap　ly　 jjix　 　 　 　 　 　 外 では ア ブ ・アル とな り

外(助)(人 名)(人 名)～ とな る

kux　 li　　 ggu　ho　 qot　niep　jjip　 　 　 　 　 　 　 内 では グ ホ ・チ ョニ とな った

中 　 (助)　 (人 名)　 (人名)　 ～ とな る

vux　vu　sy　sha　li　　 op　zzup　 　 　 　 　 　 　 　 　 ブ ブ ス シ ャは チ ベ ッ ト族 であ る

(人名)　 　 　 (助)　 チベ ッ ト族 　 　 　 　 　 　 　 　が

syr　ki　 mu　 sat　 zu　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 木 の標識 を土 地 の しる し と して

木 の 標識 土 地 標 識 立 て る
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hxo　mu　 suo　zot　 zzur　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 高地 に住 んで い る

高 地 　 　三 　 (量)　 住 む

kux　 li　 op　zzup　 ddix　 　 　 　 　 　 　 　内 で は オ ズ(チ ベ ッ ト族)と 言

中　 (助)　 チベ ッ ト族(助)　 　 　 　 　　 　 　 　 い

hxix　li　 　 la　ma　 ddix　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 外 で は ラマ と言 った

外(助)ラ マ(助)

　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　[NW:86]

　この一節に,平野部はすべて漢族により占められてしまったと述べられているのは,

山間部に居住している舞族からすれば,自 分たちの居住区の周囲は漢族区であるとい

う認識を示 していることになる。そして,漢 族の始祖は 「広い見識を備えている」と

言っているのは,舞 族が漢族の先進性を認めていることを反映 しているものとして理

解される。

　舞族 と他民族の関係を考えて行 くうえでは,チ ベ ット系の民族との関わ りを考察 し

なけれぽならないことを創世神話は示 している。 しか しながら,例 えぽ,舞 族の格言

詩においては,そ もそもチベヅト族のことを述べているものの量が,漢 族のものと比

べた場合圧倒的に少ないのみならず,漢 族と舞族のことを対比的に述べた表現は既に

その一部を示 したように一般的である。さらに,チ ベット族と舞族のことだけを対比

した表現は今のところ一つも見られず,チ ベ ット族のことを表現する時には,舞 族と

漢族のことを並べたうxに チベ ット族のことを加えて三つの民族を対比させるとい う

表現 しか見られないことからすれぽ,舞 族の意識の中ではあくまで漢族という存在が

主要なものであると解釈される。また,口.1.1で 述べておいたように,現 在の涼山地

区における民族構成は,漢 族 と舞族が人口のほ とんどを占め,漢 族と舞族に比べれば

はるかに少ないが,と にかくその次にチベット族が来ている。 このことは,口 諦詩で

民族に関す る事象が述べられる量の比率と現在の実際の民族構成の人口の比率との間

の一致を示 していることになる。そして,創 世神話にもこの三種類の民族のみが取 り

上げられているということは,結 局,こ の創世神話の伝承は他の口訥詩 と同列に取 り

あつかっても差し支えない時期に創 り出されたものである可能性があろう。

　舞族は高地V'生活 しており,温 度の比較的高い低地には舞族は身体的に適応 しがた

く,平野部は基本的に舞族の居住地でないことは,高[1978:42-43】 に指摘があり,「涼

山地区の舞族は例外なく暑さに弱い。いったん湿気があ り暑い ところに出ると,た ち

まち病気にな りがちである」,「気候が非常に温和で,海 抜一千八百二十メートルの西
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昌では耐えられないとい うことになる」と述べられている。このことは次のような表

現に反映されている。

lep　gge　op『ro　ne　 　　　　　　　　　　　　西昌では

(地名)　 　 　 (助)

pup　bbu　mu　ca　hlit　　　　　　　　　　　　 背中には強い日差 しが照 りつけ

背中　　日差 しが照 りつける

vut　jjip　yy　shy　hlyt　　　　　　　　　　　　 腹部には水泡ができる

腹部　　水泡ができる

　　　　　　　　　　　　 [NW:92)

le　she　 ggu　ke　 bit　
、　 　 　 　 　 　 　 　 多 くの ジ ャ コ ウを取 り出 し

ジ ャ コ ウ 九(量)出 す

jjot　bbip　ggu　ma　 zip　 　 　 　 　 　 　 　 　 多 くの カバ ソに 入れ て お くと

カバ ソ 九(量)入 れ る

mu　 珍 　 　 ggu　pyr　 ni　 　 　 　 　 　 　 　 　 多 くの土 地 まで 匂 う

土 地(助)九(量)匂 う

huo　mu　luo　ggut　 jox　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 そ うすれ ば 漢 族 区 で も

漢 族 区(文 学 語)　 (助)

hxop　na　qiex　shy　ggot　zzi　 bbo　 　 　 　 　 　 　 暑 気 中 りに な る こ とはな い

暑 気 中 り　 　 　 過 ぎ去 る 行 く

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [K2:216]

　以上の例から,舞 族の基本的な空間認識の中には,自 分たちの住んでいる比較的気

温の低い高地 と漢族の住んでいる暑い低地という図式も存在することが推測 される。

　漢族区は舞族区の周辺ぽか りでなく,舞 族区の中にもくい込んで存在 している。城

郭都市がそうであ り,そ こには,役 人や軍隊などを含む漢族が駐在 している。次のも

のは漢族と城郭都市や街を組み合わせている。城郭都市や街は漢族区のイメージの中

で中心的な位置を示 している。

nuo　 ddop　 nuo　 hxip　 nuo　 mu　 lixko　 nyi　 　 舞 族 は 舞語 を話 し舞 族 区 の辺 地

舞 族 言 葉 舞 族 言 う 舞 族 土 地 辺 地 座 る　 　 に お り
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huo　ddophuo　 hxiphuo　 mu　 lurkur　 nyi　 漢族は漢語を話 し漢族区の城郭

漢族 言葉　漢族 言う 漢族 土地 城郭都市 座る　 都市にいる

　　　　　　　　　　　　　 [NL2]

huo　 sse　 jorex　 li　　　　　　　　　　　 漢族が集中するのは

漢族 男子 集中する(助)

huo　 mu　 jie　shat　nge　 　　　　　　　　　　 漢族区の街である

漢族 土地 街　　　～である

　　　　　　　　　　　　　 [K2:99]

gi　la　lop　 　　　　　 zzy　　li　　　　　　 漢族の役人が集まるのは

漢族の役人(文 学語)　集まる(助)

huo　 mu　 lur　kur　 zzy　　　　　　　　　　 漢族区の城郭都市に集まる

漢族 土地 城郭都市 集 まる

　　　　　　　　　　　　　[K2:185]

huo　mu　lur　kur　 jox　 　　　　　　　　　　 漢族区の城郭都市には

漢族区 城郭都市(助)

gix　la　hlop　sse　　　　 nyi　　　　　　　　　 漢族の役人がいる

漢族の役人(文 学語)　 座る

cy　 nyi　 ddex　go　 li　　　　　　　　　 漢族の役人のいる所には

これ 座る 所　　(助)　 (助)

mot　yop　ssyrx　lyrw　　　　　　　　　　　　　 た くさんの兵士がいる

兵隊　　勢揃いした様

　　　　　　　　　　　　　[K2:35]

　街にやって来る舞族もいる。街あるいは城郭都市は漢族区と舞族区の接点としての

役割をもっているのである。それで,次 のような表現がある。

nip　 zzy　 huo　 zzy　　li　　　　　　　　 漢族 と舞族が集まるのは

舞族 集まる 漢族 集まる(助)
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huo　 mu　 jieshat　nge　 　　　　　　　　　　 漢族区の街である

漢族 土地 街　　　～である

　　　　　　　　　　　　　　[K1:38]

　城郭郡市などでは舞族と漢族の間に交易などの上で接触があるので,そ れぞれの民

族に相手の言語が話せる必要があるが,そ のことも反映されている。次に示 した例の

うち二番目のものに見える雷波というのも西昌と同じように涼山の舞族区の周縁に位

置する漢族の住む城郭都市である。高 【1978:20】には,「雷波県城は漢人に掌握され

ているが,そ の周囲は従来舞族の住民が多かった。民国八年には,さ らにほとんどす

べてが舞族の手に落ち,こ の県城だけが残され,時 には脅かされることもある一本の

道だけにより,東 の方の蟹夷司に通 じていた」4)と述べ られてお り,舞 族区との接点

となる漢族区であった。

lat　bbu　op『ro　ne　 　　　　　　　　　　　　 西昌では

(地名)　　 　 (助)

nip　 sse　 huo　hxop　mu　 　　　　　　　　　 舞族が漢語を話 し

舞族 男子 漢語　　　行 う

huo　 sse　 niphxop　 mu　 　　　　　　　　　 漢族が舞語を話す

漢族 男子 舞語　　 行 う

　　　　　　　　　　　　 [VH:137]

mop　bbo　lur　kur　 jjo　 su　　ne　　　　　　 雷波の城郭都市に住んでいる者

(地名)　 城郭都市 居る(助)　 (助)　　　　　 は

huo　hxop　lyt　chaw　 　　 xi　 mu　 　　　　 漢語をすらすら話す

漢語　　　よどみのない様(助)　 (助)

　　　　　　　　　　　　　[K3:232]

4)1943年 に涼 山で実地調査を行 った林 【1947:120】 は雷波の街について次の ように述べてい

　 る。「雷波 も葬族 と漢族が交易を行 う重要 な場所 であ り,布,塩,針 とい った多 くの商品 が　専
ら舞族の需要 に供 され てい る。平 日舞族 も頻繁 に街 を往来 し,県 政府 の門 の傍 らには舞族

　が夜を明かす のに便利 なよ うに宿泊設 備が設け られ ている。舞族の漢族 化 した者 も とて も多　 く
,服 装を改めて しまうと,誰 が舞族で誰が漢族 なのか見分けられな くな って しま う」。
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2.2.漢 族 区 の役人 と牢 獄

　口諦詩に表現される漢族はほとんど漢族の役人である。漢族の役人はよく舞族の土

司と対比して表現される。

huo　mu　luo　ggut　 jox　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 漢 族 区 で は

漢 族 区(文 学 語)　 (助)

gix　sse　 　 nge　get　ngop　 hmi　 ti　　 xi　 mu　 役 人 が我hの 名 前 を 広 め

漢 族 の役 人 す べ て 我 々の 名 前 伝 え る(助)　 (助)

bbyp　vur　lie　nuo　 jox　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ブ ブ レノで は

(地名)　 　 　 　 (助)

nzy　 sse　 ngeget　 ngop　 hmi　 ti　 　 xi　 mu　 土 司 が我 々の名 前 を 広 め る

土 司 男子 す べ て 我hの 名前 伝 え る(助)　 (助)

　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 [K3:221]

　土司は中国の王朝から印章(lot　sa)を 与えられているので,口 諦詩においては,

土司は しば しぼ印章 と組み合わせて表現される。これに対 して,漢 族の役人は,清 朝

の官吏が用いた制帽の上端につけられた等級を示す珠によって表現されることがあ

る。この珠は漢語で 「頂子」と呼ばれていて,口 諦詩ではその借用語dit　nzyが 使わ

れる。

nzy　 sse　 axyy　 sy　 su　 ap　 　 guo　 nyi大 土 司が 死 ぬ の は耐 え られ るが

土 司 男子 大 きな 死ぬ(助)　 (否定)　 ひどい(助)

lotsa　suo　kut　ggoPgaga　 ne　 guo　 　 　 　 　 印章 が何 年 もむ な しく残 るの は

印章 三 　年 　空 しい様 　 (助)　 ひ ど い　 　 　 　耐 え られ な い

huo　 sse　 axyy　 sy　 su　 ap　 　 guo　 nyi漢 族 の大 官 が 死 ぬ の は耐 え られ

漢族 男子 大 きな 死ぬ(助)　 (否定)　 ひどい(助)る が

ditnzy　 suo　kut　ggopgaga　 su　 guo　 　 　 　 制 帽 の珠 が何 年 も空 しく残 る の

頂 子 　 三 　 年 　空 しい 　 　 (助)　 ひ どい　 　 　 　は 耐xら れ な い

　 　　 　　 　　　 　　 　　 　 [NS:123]
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　　 huo　 qo　 di　nzyp　edit　 ma　 ddi　 　　　 漢族 と一緒に制帽の珠を帯び

　　 漢族 伴う 頂子　　帯びる(量)　 (助)

　　 nzy　qo　 lot　sa　ssix　ma　 ddi　 (a　hxop)a土 司と一緒に印章を使 うよ

　　土司 伴う 印章　使う(量)　 (助)　 (嘘子詞)　 (助)

　　　　　　　　　　　　　　　[VH:144]

　漢族の役人のことは舞族区の頭目と一緒に表現されることもある。

　　 gix　sse　　 vut『re　zze　　　　　　　　　　　 漢族の役人が賄賂をとると

　　漢族の役人 賄賂をとる

　　 jiegga　ggu　ji　　 zhot　 　　　　　　　　　　 その管轄下はすべて汚され

　　街路　 九　 (量)　汚す

　　 ndeP　99uP　 vut『re　zze　 　　　　　　　　　 舞族の頭目が賄賂をとると

　　舞族の頭 目 賄賂をとる

　　 nzi　bbo　 ggu　pup　 zhot　 　　　　　　　　 多 くの仲裁事が汚される

　　話 し合い 九　 (量)汚 す

　　　　　　　　　　　　　　　[NL2]

　漢族の役人が軍隊 と組み合わせて表現されるのも固定的なものである。

　　 9ix　sse　　 gi　　　　 yiP　lyt　　　　　　　 漢族の役人は役人どうし声をか

　　漢族の役人 漢族の役人 一言告げる　　　　　　 けあい

　　gi　　　　 nyi　 bbojjyjo　 　　　　　　　　 漢族の役人のいるところには

　　漢族の役人 座る 下　　　(助)

　　qyx　gu「vat　hni「「e　　　　　　　　　　　　 輿がず らりと並び

　　輿　　　崖　　 並ぶ

　　mot　yop　jjip　yop　mga　 　　　　　　　　　　 兵士が頻繁に行き来 し

　　兵士　　蜂　　　通る

　　motsa　 bbuphlup　 vo　 　　　　　　　　　　　軍旗が風にはためき

　　軍旗　 蝶　　　　飛ぶ
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max　zy　ssup　hxo　 pur

銃 弾 　 杉 林 　 　 翻 る

多 くの銃弾がある

[K2:225]

huo　 mu　 giggane　 　　　　　　　　　　　 漢族区の街では

漢族 土地 街路　 (助)

gix　sse　　 di　 mu　 yur　 　　　　　　　 漢族の役人が一人だけで

漢族の役人 単独(助)　 生まれる

mot　yop　dur　mu　 shyp　 　　　　　　　　　 数多 くの兵士を率いている

兵士　　千　 (助)率 いる

　　　　　　　　　　　　 [K2:209]

huo　 mu　 gix　sse　 　 li　　 map　 　nge　 　 漢 族 区 の役 人 で もな い の に

漢 族 土地 漢 族 の 役人(助)　 (否定)　 ～ で あ る

mot　yop　 dur　mu　 shyp　 yie　 nge　 　 　 　 数 多 くの兵 士 を 率 い て い る

兵 士 　 　 千 　 (助)率 い る(量)　 ～ で あ る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [K3:100]

huo　 my　 gixsse　　 qo　 　　　　　　　　　漢族区の漢族の役人と一緒に

漢族 土地 漢族の役人 伴 う

mot　yop　dur　mu　 nyi　 shyp　 nzox　 　　　数多くの兵士を率いたこともあ

兵士　　千　 (助)　 (助)率 いる(経 験)　　　 る

　　　　　　　　　　　　 [K3:227]

　以上のような表現から考えられることは,漢 族区の役人とは,圧 倒的な軍事力をそ

の背後に有しているが故に権威をもつものとして認識されていたであろうとい うこと

である。このような漢族の役人と友好的な関係を維持することは,涼 山地区の舞族 ど

うしの間でも抗争の絶えなかったことを考えれば,強 力な後ろ盾を手に入れることに

な り,有 利に働 く。そのことの反映であろうと思われるが,次 に示す ように漢族の役

人に物を贈るとい う固定的な表現が見られる。贈与行為は漢族の役人か ら何らかの利

益を得ようとい う目的をもつものとして理解される。
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1atnjysuobbut　 axdiqyt　 sip　 la　 　 　 　 虎 の皮 を三 枚 剥 い で き て

虎 皮 三(量)た だ 剥 ぐ(助)来 る

cyp　bbut　 ngop　 qyt　 nuoyyvutjjip　 sha　 　 　 一 枚 を 河 川 流域 の漢 族 区 に送 り

一 　 (量)　 我 々 剥 ぐ 河 川 流域 　 　 　送 る

gixlahlopsse　 　 　 　 ly　ci　hxit　yuo　 ggat　 漢 族 の 役人 四十 八 人 が 着 た

漢 族 の役 人(文 学 語)　 四 十 八 　 (量)着 る

gixlahlopsse　 　 　 　 ly　ci　hxit　yuo　 su　 　 漢 族 の 役人 四十 八 人 は

漢族 の役 人(文 学 語)　 四 十 八 　 (量)　 (助)

ngop　 mox　 uo　mu　tit　 　 nzop　 yie　 　 我 々の 前 で深 く礼 を した

我 々の 前 叩頭 の 礼 をす る(経 験)(量)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [K1:198]

tep　hlep　ggu　ma　 yu　 　　　　　　　　　　 ウサギを九羽つかまえて

ウサギ 九(量)取 る

tep　　njy　ggu　bbut　 qyt　　　　　　　　　 ウサギの皮を九枚剥 ぎ

ウサギ 皮 九　 (量)　剥 ぐ

teP　　nyie　ggu　ji　　 cyp　　　　　　　　　 ウサギの毛を九本切 り

ウサギ 毛　 九　 (量)切 る

siP　 la　 gix　sse　　 bbyx　 　　　　　　　 漢族の役人の所に持って行って

持つ 来る 漢族の役人 与える　　　　　　　　 贈った

gix　sse　　 ngop　jox　 hxep　da　 lox　　　 そしたら漢族の役人は我々の方

漢族の役人 我 　々(助)見 る(助)　 (助)　　　 を見て

uox　mu「suo　 lot　 tit　　　　　　　　　　 叩頭の礼を三度 し

頭の先　三　 (量)　打ち付ける

10tsa　ggu　ma　 wep　 　　 　　 　　　 　　 我々は九つの印章を手に入れた

印章 九(量)得 る

　　　　　　　　　　　　　[K2:216]

　 また,ロ 諦詩では,漢 族は舞族をとらえて牢獄にいれるものとしても表現されてい

る。鳥居11980:232]は 涼山地区内の越西 とい う城郭都市での記録として,「衙門には

人質として獺裸を六十余人,大 人と子供を合わせて入監してあった。もし代わ りのも

のが来れぽ在監のものは帰す とい うことになっているとのことである」と記 している。
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これは1903年 の記録であ り,羅裸は舞族のことである。また,高 【1978:59】によれば,

清代に雷馬峨屏の四県の牢に人質となっていた舞族は,計200人 以上であ り,舞 族は

このため軍事的行動をひかえていたとい う。 このような当時の記録から知られる通 り

に,清 朝側は牢獄に人質をとることによって舞族の行動を束縛 しようという方策をと

っていた。舞族の側から見れば,そ れは漢族の非情な仕打ちとして認識されることに

なるであろ う。次のような表現がそのことを示 している。

　　guox　ne　 huo　hop　guo　 　　　　　　　　　 ひどいのは漢族がひどい

　　酷な(助)　 漢族　　酷な

　　huo　hop　jieyi　guo　 　　　　　　　　　　　　 漢族の牢屋がひどい

　　漢族　　牢屋 酷な

　　nuo　 sse　 jjo　　 map　 　sho　 　　　　　　 黒舞は長 く生きられない

　　黒舞 男子 生きる(否 定)長 い

　　　　　　　　　　　　　　　[HM:47-48]

　　nip　 vu　 　　 huo　 vu　 　　 li　　　　　　　 舞族 と漢族の関係が逼迫すると

　　舞族 きび しい 漢族 きびしい(助)

　　nzy　 sse　 jie　yi　vur　　　　　　　　　　　　 土司が牢獄に入れられる

　　土司 男子 牢獄 入る

　　niP　 guo　 huo　 guo　 li　　　　　　　　 舞族 と漢族が非情であると

　　舞族 ひどい 漢族 ひどい(助)

　　bby　nge　 　 shut　tit　ndit　　　　　　　　　 女は足かせをつけられ

　　女　～である 足かせ 帯びる

　　yur　nge　 　 ho　shyx　byp　 　　　　　　　　　男は鉄の鎖を負 うことになる

　　男　～である 鉄の鎖 負 う

　　　　　　　　　　　　　　　[HM:8]

　次の歌詞は父親が西昌の牢獄で獄死した幼児を母親があやす内容のものである。

　　axmo　 ssePnyoP　 axta　oPrrop　 ggo　 aplap　 坊やのお父さんは西昌で命尽 き

　　母　　幼子　　　父　　(地名)尽 きる(助)　 　 たよ
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mup　 shy　wa　nyix　ne　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 将 来

将 来 　 　 　 　 　 (助)

lep　99ep　op『ro　jox　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 西 昌 で

(地名)　 　 　 (助)

sse　dda　 　　　pat　quo　shep　 　　dox　 　 shep　mo　 　　luop

一 人 前 の若者 父 　か た きを うつ(可 能)　 うつ(意 志)　 (助)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 人 前 の 男 に な っ たお 前 が 父親 のか た きを と って くれ る よ

[NH:99]

　 漢 族 に よっ て舞 族 が抑 圧 され て い た とい う認 識 は 涼 山 の舞 族 の 間 に 伝 わ る カ モ ・ア

ニ ョ(ga　 mop　 at　nyop)と い う伝 説 的 な美 女 の こ とを歌 う歌 謡 に よって もそ の一 端 を

伺 うこ とが で き る。 カモ ・ア ニ ョの 伝 説 は 明代 の こ と と され て い るが,カ モ ・ア ニ ョ

の出 生地 及 び そ の年 代 の真 実 のほ どは 明 らか では ない。 カモ ・ア ニ ョは 類希 な る美 人

で あ った が故 に漢 族 の大 官 に 目を つ け られ,大 官 の遣 わ した大 勢 の兵 士 に護 送 され て

無 理 や り漢 族 区 の都市 に連 れ て行 か れ る こ とに な った が,舞 族 の男 た ち は誰 もそれ を

阻 む こ とが で きな か った 。 街 に つ い た カ モ ・ア ニ ョは 妾 に され そ うに な った が,カ

モ ・ア ニ ョは 断 固 と してそ の こ とを拒 否 し牢 獄 の 中 で 自 ら命 をた った とい うの で あ る。

こ の カモ ・ア ニ ョの こ とを歌 った 歌 謡 に は様 々なノミリエ ー シ ョソが あ るの で細 部 の違

いは あ るが だ いた い に お い て 今述 べ た よ うな 筋 で あ る。 この歌 の 内容 も舞 族 が漢 族 の

役 人 に 対 して抱 いて い るイ メー ジを 理 解 す る一 助 とな る。

　 カモ ・ア ニ ョが 漢族 の と ころ に連 れ て 行 か れ る様 が 次 の よ うに表 現 され て い る。

gix　sse　ggur　yuo　 qo　 da　 　 　 　 　 　 　 　 　 九 人 の役 人 に伴 わ れ

役 人 　 九 　 (量)伴 う(助)

(dde　lex　lep)sip　 bbo　 vex　 　 　 　 　 　 　 　 連 れ て行 か れ た よ

(難 子詞)　 　 持 つ 行 く(助)

motyuop　 ggu　hxa　qo　 da　 　 　 　 　 　 　 　 　 九百 人 の兵 士 に 伴 わ れ

兵 士 　 　 九 　 百 　 伴 う(助)

(dde　lex　lep)sip　 bbo　 vex　 　 　 　 　 　 　 　 連 れ て行 か れ た よ

(難 子詞)　 　 持 つ 行 く(助)

sip　 su　 sip　 bbo　 vex　 　 　 　 　 　 　 　 　 連 れ て行 って しま うよ

持 つ(助)　 持 つ 行 く(助)
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(dde　lex　lep)sip　 la　 sip　 la　 　 　 　 　 　 連 れ て 来 られ て

(難子 詞)　 　 持 つ 来 る 持 つ 来 る

mop　 bbo　 gie　gga　xi　 go　 ne　 　 　 　 　 　 　 雷 波 の 街 に つ く と

(地名)　 街 路　 至 る(助)　 (助)

nry　jy　 (dde　lex　lep)1ur　 kur『rur　 　 　 　 　 酒 は 城 内 に あ るが

酒　 　 　(難子 詞)　 　 城 郭 都 市 存 在 す る

nry　sot(dde　 lex　lep)1ur　 hxi　pie　 　 　 　 　 　 酒 の香 りは 城 外 ま でた だ よ って

酒　 気 　 (難子 詞)　 　 城 外 　 出現 す る　 　 　 　 くる

mot　yuop　 (dde　lex　lep)lur　 hxi　jjo　 　 　 　 　 兵 士 た ちが 城 外 に お り

兵 士 　 　 　 (難子 詞)　 　 城 外 　 存 在 す る

mot　sat(dde　 lex　lep)bbup　 hlup　vo　 　 　 　 　 軍 旗 が ひ らひ ら と舞 って い る

軍 旗 　 　 (難子 詞)　 　 蝶 　 　 　 　飛 ぶ

sip　 la　 jie　yi　qu　 go　 zip　 　 　 　 　 　 　 連 れ て来 られ 牢獄 の 中 に入 れ ら

持 つ 来 る 牢 獄 白 い(助)入 れ る　 　 　 　 　 れ た

jie　yi(dde　 lex　lep)vur　 li　 vex　 　 　 　 　 牢 獄 の中 に入 って行 った よ

牢 獄 　 (難子 詞)　 　 入 る 行 く(助)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [VH:92-93]

　舞族居住区と漢族の居住区が接する地域においては抗争 しあう関係にあるという認

識も次のものに表現 されている。これは舞族 と漢族との間の利害関係に基づく抗争が

中国の王朝期(～1912)よ り国民党政府(1912年 ～1949年)の 時期を通 じて断続的に

続いていた歴史的事実に対する舞族自身の認識を示 している。漢族側はその統治力を

強化するために時に舞族区に軍を進めていた。舞族側も漢族区に出没 して奴隷や財を

獲得していた。

　　niP　 zzur　huo　 zyp　 ggit　　　　　　　　 舞族力模 族区に接 して住めぽ滅

　　郵族 住む 漢族 接する 絶滅する　　　　　　 び　　、

　　huo　 zzur　nip　 zyp　 sha　　　　　　　　　漢族が舞族区に接 して住めば悲

　　漢族 住む 舞族 接する 悲惨だ　　　　　　　 惨である

　　　　　　　　　　　　　　 [NL2]
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nip　 zzur　lur　xy　 　　 zyp　 　　　　　　　 舞族が城郭都市の近くに住めば

舞族 住む 城郭都市の側 寄 る

cyp　nyip　ap　 　 ggit　　 cyp　nyip　ggit　　 いつか必ず滅びる

一　 日　 (否定)　絶滅する 一　日　 絶滅する

vot　ba　 hox　lur　 it　　　　　　　　　　　 肥えた豚が囲いの中に居れば

肥えた豚 囲いの中 中に居る

cyp　nrip　ap　 　 sit　 cyp　nyip　sit　　　　　 いつか必ずつぶされる

一　 日　 (否定)　殺す 一　 日　 殺す

　　　　　　　　　　　　　[NL2]

　漢族の役人が様々な画策をめ ぐらしてうまく対処しようとするが,舞 族の側の軍事

的行動はやまないということも表現されている。次の例の中に見えるat　hxop　suと い

うのは直訳すれば,「安寧河流域部の人」とい うことである。狡猜な手段と言われて

いるものの中には,舞 族から人質をとって牢に入れて置くとい うことも含まれている

であろう。

athxop　 su　qothxo　 　　　　　　　　　　　 平野部の漢族の役人たちは狡猜

(地名)人 狡猜だ　　　　　　　　　　　　　 に舞族に対処する

ap　 　 qot　 cuop　luo　qot　 　　　　　　　 必ずちょっとは狡猜である

(否定)狡 猜だ 少 し　　 狡猜だ

lili　　 maqi　 pur　 　　　　　　　　　　　 山間部の舞族たちは竹の葉が翻

(地名)竹 葉 翻る　　　　　　　　　　　　 るようにしぽしぼ反抗を繰 り返

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 す

ap　 　 pur　 cuopluo　 pur　 　　　　　　　　 必ずち ょっとは反抗する

(否定)翻 る 少 し　　 翻る

　　　　　　　　　　　　　[NLIJ

　高 【1978:38jに よれば,漢 族区の近くに住んでいる舞族たちは,民 族内部の抗争で

有利な立場にたつため,競 って漢族に接近 していたので,漢 族の役人の側も漁夫の利

をうまく利用 して舞族を治めていたとい う。鳥居 【1980:233-234】によれば,涼 山の

越西地区の漢族の役人が周囲の舞族を懐柔するために,毎 年五千数百テールの銀貨を

渡 しているので,舞 族も幾分か温和な態度を取るようになったという。これらも,上
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の例に見える狡猜さということに含まれるかもしれない。

2.3.漢 族への物質的依存関係

　 口諦 詩 に最 も よ く見 え る漢 族 の住 む街 は 現 在 涼 山舞 族 自治 州 の 州 都 で あ る西 昌 であ

る。 西 昌は 舞 語 で は ラブ オ ジ ョ(lat　bbu　op『ro)な い しは 単 に オ ジ ョ(op『ro)と い

うが 古 い時 期 に お い て は ル グ オ ジ ョ(1ep　gge　op『ro)と 呼 ば れ て いた 。ル グ(lep　gge)

とい うの は過 去 に お い て西 昌一 帯 を支 配 してい た 一族 の名 に 由来 す る とい う。 西 昌は

安 寧 河(at　 hxop　 nyo　yy)と い う川 の流 域 に あ るた め,こ の河 川 流 域 の名 は漢 族 の居

住 地 を意 味 す る こ とに な る。 次 の歌 詞 に見 え る ダズ ボ(ndap　 ssy　bbo)と い う山は 漢

語 で濾 山 と呼 ぼ れ る もの で西 昌市 郊外 に あ る。 西 昌 は涼 山 の政 治 ・商 工業 の 中心 地 で

あ るか ら,次 の よ うに,荷 を運 ぶ ラバ の姿 が 似 つ か わ しい とか,荷 を 運 ぶ馬 につ け て

い る鈴 の音 が響 くとい うの で あ る。

gux　lu　shup　qu　 zzyx　su　 li　 　 　 　 　 　 ラ・.yこ乗 る者 は

ラバ 　 薄 い藍 色 の 乗 る(助)　 (助)

ndap　ssy　bbo　 vut　mga　 ne　 nze　 　 　 　 　 　 濾 山 のふ も とを 通 るのが 似 つ か

(山名)　 下 通 る(助)似 つ か わ しい 　 わ しい

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [K1:138]

athxop　 jjop　go　 mura　 　 　 mox　 syzzy安 寧河 流 域 の 平 野 を駄 馬 が鈴 を

(地名)平 野(助)馬 に つ け る鈴 鳴 る(助)　 響 か せ なが ら行 き来 して い る間

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 は

syrpytgehxo　 nyiyo　 ce　ap　 　 ggie　 　 　 　 高 地 の舞 族 区 で 羊 に 与 え る塩 が

高 地 の舞 族 区 羊 　 　 塩(否 定)絶xる 　 　 　 　絶xる こ とは な い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [NL1]

荷を担 ぐための天秤棒も漢族の土地と結び付いて表現される。これも商工業地区と

して漢族区のイメージを示すものである。

huo　 mu　 biepdat　li　　　　　　　　　　　 漢族区の天秤棒は

漢族 土地 天秤棒　 (助)
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　　 ap　 　 qy　 　 ap　 　 njie　 ne　 　　　　 折れない限 り

　　 (否定)折 れる(否 定)砕 ける(助)

　　jie　shat　suox　jo　 w　 　　　　　　　　　　　街を何度も行き来 しなくてはな

　　街 　　　三　　(量)廻 る　　　　　　　　　　　 らない

　　　　　　　　　　　　　　　[K2:121]

　　huo　 sse　 biep　dat(yip)　 　 ti　 su　 wo　 天秤棒を担 く漢 族たちよ

　　漢族 男子 天秤棒　　(難子詞)　担 ぐ(助)　 (量)

　　vi　lyt　vi　xie　gga　hxa　 ndox　da　 　　　　　　　 荷を道端におろして

　　荷を解 く　 路の上手 置 く　 (助)

　　mup　mop　 　 lat　ge　 　 (yip)　　 hna　 la　 luop　 ラクの話を聴きに来なさい

　　文学的な言葉(人 名)　 (難子詞)聴 く 来る(助)

　　biep　dat　ddew　 (yip)　　 ti　 yiet　 ddi　 天秤棒はいつでも担げるでしょ

　　天秤棒 いつも　(難子詞)担 ぐ(量)(助)　 う

　　　　　　　　　　　　　　　[VH:188]

　漢族の居住区である西昌では商工業が発達 してお り,生 活費がかさむ場所であ り,

それゆx　 族区で生活する方がよいという認識が次の格言詩には示されている。

　　lepggep　op『rop　suo　kut　jjox　　 ne　　　　 西昌に三年住めぽ

　　 (地名)　 　 三 年 生活する(助)

　　hlat　xy　zza　 ba　 　　 zze　　　　　　　　 最後はズボソまで食べ物 と交換

　　ズボン 食べ物 交換する 食べる　　　　　　　 して食べな くては暮 らして行け

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ないようになる

　　mit　yiP『ruo　nuo　suo　kut　jjox　　 ne　 　　　 舞族の居住区である冤寧Y'三 年

　　 (地名)　 　 三 年 生活する(助)　 　住めぽ

　　muo　kuo　lix　shy　 　　　 zzy　 　　　　　　　良馬も手に入ってゆった りと馬

　　駿馬　　 くねくね動かす 乗る　 　　 　 　　 　に乗ってゆうゆ うと生活できる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ようになる

　　　　　　　　　　　　　　　[NL2]

　舞族と漢族の間の交易を行 うものの大多数は漢族の商人であり,そ れゆx>舞 族が
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直接接する漢族 としては役人を除けぽ商人が多かったであろうと考えられる。それで,

漢族については次のような表現 もある。

　　nuo　su　zhat　　　　 da　 mup　nyop　hxip　 　 舞族はよく考慮 して事件を解決

　　舞族　 比較検討する(助)事 件　　　言 う　　 する

　　hxie　mgat　sot　　 da　 vy　lot　mu　 　　　　 漢族は計算をして商売を行 う

　　漢族　　　計算する(助)商 売を行 う

　　　　　　　　　　　　　　　 [NL2]

　 口諦詩の中には銀貨の流通のことに触れているものもある。胡 【1985:86】によれぽ,

貨幣が舞族区に大量に入 り出したのは今世紀の3,40年 代以来のことであ り,こ れは

大量のアヘソが涼山で生産されて,漢族に売られた結果引き起こされたことだ とい う。

　　 bopdi　 xyxly　 puo　 　　　　　　　　　　　 腰掛けには四本 も脚があるのに

　　腰掛け 脚　四(量)

　　 ga　ggux　ga　lex『rur　　　　　　　　　　　　 炉の周 りにしかいられない

　　炉の周 り　　 存在する

　　 bip　dit　xy　ap　 　 ndit　　　　　　　　　　 銀貨には脚がついていないのに

　　銀貨　 脚(否 定)　ついている

　　 niP　 mu　 huo　 mu　 jix　　　　　　　　　　 舞族区にも漢族区にも及んでい

　　舞族 土地 漢族 土地 及ぶ　　　　　　　　　　る

　　　　　　　　　　　　　　　 [NL　1]

　 口諦詩には,舞 族が漢族 との交易関係を必要とす るという認識が示されている。 口

論詩においては,漢 族に供給を仰いでいる物品として塩が最も頻繁に表現される。 ま

た絹や綿布などの布地のこともよく表現される。

　　 huo　 mu　 biepbut　 ddur　 　　　　　　　　 漢族区で無地綿布が作られれぽ

　　 漢族 土地 無地綿布 出る

　　 axqy　kepo　nbox　 　　　　　　　　　　　 娘の運はよい

　　 娘　　運　　よい
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　　 huo　 mu　 ce　jiejju　 　　　　　　　　　　　漢族区で塩を運ぶ列が続けば

　　 漢族 土地 塩 荷 絶えず続 く

　　 nyiyo　kepo　nbox　 　　　　　　　　　　　 羊の運はよい

　　 羊　　運　　よい

　　　　　　　　　　　　　　　 [NL2]

　　 huo　my　luo　ggot　 jox　　　　　　　　　　　 漢族区では

　　 漢族区(文 学語)　 (助)

　　 ce　mgot　 　 ce　ndo　 njuo　 　　　　　　　 塩を捜 し求めて飲むため歩 き回

　　塩 捜 し求める 塩 飲む 歩 き回る 　 　 　 　 っている

　　　　　　　　　　　　　　　 [K3:242]

　塩は人,家 畜ともに必需のものであるが,涼 山の舞族区ではなかなか得がたいもの

である。次の格言詩は塩の貴重さに対する舞族の認識を表現 している。

　　 nip　 mu　 ce　ap　 　　jjo　　　　　　　　　　舞族区に塩がなければ

　　舞族 土地 塩(否 定)有 する

　　 lur　mgur　ce　mu　 　 da　 　　　　　　　　 石を拾ってでも塩のかわ りにす

　　石 拾 う 塩 ～にする(助)　 　　　　　　　 る

　　　　　　　　　　　　　　　 [NL2J

　　 bbut　li　　 zza　mu　 　 zze　　　　　　　 草は飯の代わ りに食べ

　　草(助)飯 ～にする 食べる

　　 zzax　li　　 ce　mu　 　 yot　 　　　　　　　 飯は塩のように大事になめる

　　飯(助)塩 ～にする なめる

　　 cex　li　　 shy　mu　 　 bbop　 　　　　　　 塩は金のように大事にしまって

　　塩　(助)金 　～にする 所有する　　　　　　 お く

　　　　　　　　　　　　　　　 [NL1]

　塩に関して,高 【1978:40】には次のように述べられている。

　　食塩は涼山においては,最 も希少価値のあるものであり,賓客をもてなした場合なども,
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　 　 往 々に して塩の援助を求める。たまたま漢人 の所 で交換 して塩 を少 し手V'入 れ て くると,

　 　 大部分 は食べ るに忍びな く,し まい込み,何 日か ごとに飼 っている羊に与え る。

　 次 の格 言詩 は いず れ も家 畜 に とっ て の塩 の重 要 性 を 表 現 して い る。

le　shet　fut　yip　six　go　do　 　　　　　　　　　耕牛は主人にとって大切なもの

牛(文 学語)主 人 頼 りとする　　　　　　　 であるので

nip　mu『yjjo　『y　 shepzha　 　　　　 i陣族区に草があれば草を食べさ

舞族 土地 草 存在する 草 捜す 食べさせる　　　せ大事にし

huo　 mu　 ce　jjo　　　 ce　shep　dop　 　　　　 漢族区に塩があれぽ塩をとらせ

漢族 土地 塩 存在する 塩 捜す 飲ませる　　　て大事にする

　　　　　　　　　　　　　 [NL2]

voco　zza　mop　 sse　　　　　　　　　　　　 人はあたかも飯という母の子供

人 飯 母 子 　 　 　 　 　 　 　 みたいなものであ り

zzax　zze　 ne　 go　wex　 　　　　　　　　 飯を食べてこそ体ができる

飯　 食べる(助)体 得る

nyiyo　ce　mop　 sse　　　　　　　　　　　　 羊はあたかも塩という母の子供

羊 　 塩 母 　子 　 　 　 　 　 　 　 　 　みたいなものであ り

ce　dop　 　 ne　 not　wep　 　　　　　　　 塩を飲ませてこそ肉がつ く

塩 飲ませる(助)　 肉　得る

　　　　　　　　　　　　 [NL　1]

vo　co　ggut　nyi　nbox　 　　　　　　　　　　　 人は勤勉であるのが良い

人　　勤勉だ　良い

rrepmop　 ce　nyi　 nbox　 　　　　　　　　　 家畜は塩があるのが良い

家畜　　 塩 ある 良い

voco　ggutnyi　ne　 　　　　　　　　　　　　 人が勤勉であれば

人　 勤勉だ　 (助)

kep　te　　　 ka　　 ngew　 　　　　　　　　　　　　　　いつもうまくいく

どんな時も(助)正 しい正しい
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　『repmop　 ce　nyi　 ne　 　　　　　　　　　　 家畜に塩があれば

　　 家畜　　 塩 ある(助)

　　 kep　te　　 ka　 nratw　 　　　　　　　　　いつもよく肥えて美しい

　　 どんな時も(助)美 しい美 しい

　　　　　　　　　　　　　　　[HM:83]

　塩を漢族の地区にあおがねぽならなかったので,漢 族 との関係を悪化させることは

不利なことであった。次のものはその点の認識を示している。

　　 nip　 mu　 jix　　　 ap　 　 bbop　 　　　　　舞族区 との関係が悪 くなると

　　舞族 土地 つなが り(否 定)　持つ

　　 huo　 mu　 axjji　 vot　　　　　　　　　　　 漢族区の戦いで死人の出たこと

　　漢族 土地 カラス 鳴 く　　　　　　　　　　　 を知らせるカラスの不吉な鳴き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 声が聞こえる

　　 huo　 mu　 jix　　　 ap　 　 bbop　 　　　　 漢族区との関係が悪 くなると

　　漢族 土地 つなが り(否 定)　持つ

　　 niP　 mu　 ce　qy　 　　　　　 ggie　　　　　　 舞族区では食事で塩がとれなく

　　舞族 土地 塩味のあるスープ 絶える　　　　　 なる

　　　　　　　　　　　　　　　[NL2]

　塩は秤で計 って交換されるものであったので,商 売では秤が大事である。そのこと

が次のものに反映されている。

　　nop　 　　　 ce　jip　ap　　　 syp　 mu　 　vy　lot　li　　 tap　　　mu

　　あなたたち 秤　　(否定)知 る(助)商 売　 (助)　 (禁止)行 う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　秤のこともわからないで商売をしないように

　　cejip　ap　 　 syp　 mu　 vylot　mu　 yixne　 秤のこともわからないで商売を

　　秤　　(否定)知 る(助)商 売 行 う(助)　 　 行うなら

　　mup　shy　wa　nyix　lot　tot　bop　ci　li　　 tap　　　ggie

　　将来　　　　　　手 上 元手　 (助)　 (禁止)　絶える

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 将来元手まで失わないようにしなさい

　　　　　　　　　　　　　　　[NS:177]
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　漢族区の布地に触れたものも頻繁に見える。布地はすぼらしいものとして表現され

ている。高 【1978:71】によれぽ,西 昌や雷波といった舞族区に接近 している都市では,

もっぱら舞族に売るための粗い布が作られてお り,そ の布には染めていないものと染

めたものとがあったが,舞 族は染めたものを好んだという。また,若 干の比較的開化

した黒舞たちは,こ うした粗い布には興味を失い,普 通の漢族が用いる目の細かい布

地を要求するようになっていたともいう。

huo　 mu　 lurkur　 jox　 　　　　　　　　　 漢族区の城郭都市には

漢族 土地 城郭都市(助)

biep　but　nrat　 su　 ddur　 　 　 　 　 　 　 美しい綿布がある

綿布 　　美 しい(助)出 る

　　　　　　　　　　　　 [NS:90]
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 て!」

huo　 mu　 vit　nrat　 shep　 　　　　　　　　 漢族区で美 しい服を捜せば

漢族 土地 服 美 しい 捜す

ggox　 ddur　ngop　hni　nrat　　　　　　　　 それを着て晴れの場に出るうち

集まり 出る 我h娘 美 しい　　　　　　　　の娘は美しい

　　　　　　　　　　　　 [NL2]

shuo　mu　 biep　but　gga　nyip　 gga　sho　la　 su

漢 族 土 地 綿 布 　 　 路 　 (助)遠 い　 　来 る(助)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　漢 族 区 か ら遠 くは るぽ るや って来 た 綿 布 は

ggaw　 　　pu　lu　ggo　 　ddix　 ax　 　　　nge　 　　　lap

と りわ け 価 値 が 高 い(助)　 (否定)　 ～ で あ る(助)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　と りわ け貴 重 では な い で し ょ うか

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　[SY:119]

漢族区で売 られているものとしては,飴 も舞族に喜ばれるものとして表現されてい

る。
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huo　 mu　 shax　jji　nga　vy　 nex　 　 zha　 　　　 mu　 　nyi　 sa

漢 族 土 地 飴 　 　 　私 　 買 う あ なた 食 べ させ る(助)　 (助)　 良 い

　　 　　 　　 　　 　 私 が 漢 族 区 か ら飴 を 買 って来 てあ なた に食 べ させ るの も良 い

ne　　　　jyr　　　 ne　　　　juo　　　lax　　　nyi　　 gga　gga　　sax　　xi　　　 nge

あ なた なめ る あ なた な め る(助)　 (助)　 と りわ け 良 い(助)　 (助)

　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　あな た が 飴 を味 わ って くれ た ら と りわ け 良 い

　　 　　 　　 　　 　　　 　　 [AZ:20]

mgefu　 　 assat　 mu　 SU　 li　 　 　 　 　 　 あ の人 の 作 って くれ た ソバ の 団

ソバ の団 子 従 姉 妹 作 る(助)　 (助)　 　 　 　 　 子 は

huo　 mu　 shaxjji　sup　 　 　 ma　 nyip　 　 漢 族 区 の飴 の よ うに お い しい

漢 族 土地 飴　 　 　～ の よ うだ(量)　 (助)

　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 [AZ:11]

huo　 mu　 shax　jji　ngep　 zze　　 wax　 qy　 ox　 　 ddix　 ax　 　　 nge　 　　 lap

漢 族 土地 飴　 　　前 　　食べ る 後　 甘 い(助)　 (助)　 (否定)　 ～で あ る(助)

　 　　 　　 　 漢 族 区 の飴 は 少 しず つ甘 く感 じられ て くる もの で は な い で し ょ うか

　 　　 　　 　　　 　　 　　 　 [SY:6i]

舞族 の子 供 た ち が 飴 を好 んだ とい うこ とが,あ る舞族 の 回想 録1吉 克 　 1990:19-20】

に 見 え て い る。1920年 前後 の こ とであ る。

大人は しば しば街 の市 に出か けて,午 後戻 って くる ときに は,も ち米に麦芽を加えて煮詰

めた ものであ る麻糖 と揚げた菓子を よ く買って来て子供達 に食べ させて くれ た ものだった。

もしも大人が小銭がないためやほかの理 由で買 って来 なか った ときには 「今 日は飴売 りの

漢人 が死んで しまっていたんだ」 などと言 って子供達をだまそ うと した ものだ った。

　舞族は自らも酒を醸造 していたが,漢 族から買ったものも飲まれることが次のよう

な表現に反映されている5)。

5)林 【1947:441に も,「焼酒が漢族 区から購入され ているが,舞 族 自身 も雑穀を用いての酒の

　醸造 の仕方を知 っている」 と述 べ られている。
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　 　 gachapgaddie　 jieshat　gga　jjy　 nyi　 te　go　 市 で街 の 道端 に座 って い る時

　 　 市 　 　 　　 街 　　 道 下 手 座 る 時(助)

　 　 huo　 mu　 my　jy　ne　 　 vy　 nga　 dox　 　　 mux　 nyi　 sa

　 　 漢 族 土 地 酒 　 あな た 買 う 私 飲 ませ る(助)(助)良 い

　 　　 　 　　 　 　　 　 漢 族 区 の酒 を あ なた が 買 って来 て私 に 飲 ませ て くれ るの も良 い

　 　 nga　ndo　 nga　yit　　lax　　　nyi　　 gga　gga　 　sax　　xi　　　 nge

　 　 私 飲 む 私 酔 う(助)(助)　 と りわ け 良 い(助)　 (助)

　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 私 が 飲 ん で酔 え ぽ と りわ け 良 い

　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 [AZ:20]

huo　 mu　 mo　 la　　ne　 　　　　　　　　　漢族区を 目にすると

漢族 土地 見る(助)　 (助)

nryjy　co　cyx　 mgu　 　　　　　　　　　　酒のことを想 う

酒　　人 これを 想 う

　　　　　　　　　　　　 [K2:128]

mop　bbo　lur　kur　 jox　 　　　　　　　　　 雷波の城郭都市内では

(地名)　 城郭都市(助)

nry　shex　nry　ndo　 njuo　 　　　　　　　　　 酒を求めて飲み回る

酒 捜す 酒 飲む 歩 き回る　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 .

　　　　　　　　　　　　　[K2:207]

　 舞 族 が 漢 族 の 酒 を よ く購 入 す る こ とは 今 世 紀 初 頭 涼 山 を 訪 れ たLegendre【1909:

347】 に よ って も記 録 され て い る。

舞族は生活に余裕 があれ ば 《焼酒》 とい う中国人 に よって作 られた ものを飲みそれに溺れ

ていた。 これ は本 当に安物 の酒 であ ったが,そ の売上 は残念 なことに年を追 って増大 して

いた。舞族 はい くらかの銭 をも っていた としても,毎 日の生活を よ くす るものを買 った り

す るよ りも,近 くに中国人の村 や居住地 があれぽ 《焼酒》を一杯や ることに使 って しま う

ことであろ う。

舞族の人々が漢族区で大量に安 く醸造された酒に魅惑されていたことが以上の表現
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や民族誌での報告から推測される。 しかし,舞 族が本来飲酒の習慣を重んじているこ

とは漢族 との対比で次のように表現されていることからも知られる。

nip　 mu　 nry　jy　yy　 　　　　　　　　　　　 舞族区では酒が大事

舞族 土地 酒　　大 きい

huo　 mu　 latjuo　yy　　　　　　　　　　　　 漢族区ではお茶渉大事

漢族 土地 お茶　 大きい

　　　　　　　　　　　　 [NL2]

鉄製品も漢族区と結び付いている。

le　jot　 hexjjy　li　　　　　　　　　　　　 牛を煮るための鍋は

牛 煮る 鍋　　 (助)

huo　mu　lur　ggut『rur　 　 bbo　 vex　 　　　 漢族区に移って行ったよ

漢族区(文 学語)存 在する 行 く(助)

　　　　　　　　　　　　　[K3:12]

舞族自身は原鉄を作 り出す技術をもたず,鉄 屑を漢族より得て加工することができ

るのみであ り,鍋,針,農 具などの鉄製品は通常漢族の職人などから購入された。鉄

の起源を説いた口諦詩には次のような一節がある。

he　ssyt　 cyp　ssyt　bie　　　　　　　　　　　鉄の火花が一つ擾ねて

鉄の火花 一　火花 擾ねる

huo　mu　la　mgex　 ndop　 　　　　　　　　　　漢族区に落ちて

漢族区(文 学語)置 かれる

hexjjy　apmop　 jjip　　　　　　　　　　　　　 大鍋になったよ

鍋 　　大きい ～になる

[NH:381]

鉄器 としては,農 具も漢族区から購入されていたことが表現されている。
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　　zyt　ddu　she　hxo　huo　 mu　 jie　shat　 (yip)　 shep　yip　sy

　　農具　　　　　漢族 土地 街　　　 (嘩し)捜 す(助)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 農具を漢族区の街から求めてくれぽ

　　chex『rur　chex　po　 　(yip)　 zzyr　　　 yip　sy　 米は大豊作である

　　米　　囲い 米　 囲い　 (難し)　隙間がない(助)

　　　　　　　　　　　　　　 [VH:192]

　次の表現から,祭 司に必要なものである紙や墨も漢族区から得ていたことが知られ

る。

　　 shuo　mu　 lur　ho　 tep　yy　qu　 yu　 gguo　 　漢族の城郭都市で白い紙を得て

　　漢族 土地 城郭都市 紙　　 白い 取 る 書 く　　 書き

　　1epggepoprro　 manza　 nuo　 yu　 jit　　　　 西昌の黒い墨をこする

　　 (地名)　 　 　 墨　　 黒い 取る こする

　　　　　　　　　　　　　　 【馬(学)・ 他　1987:1977】

　漢族区から入ってくる物と交換されて舞族区から出て行 くものがあるが,次 の表現

には羊の皮のことが見えている。

　　 hni　nrat　 ip　　 mu　 jjo　　　　　　　　 美 しい娘が自分の土地にいても

　　娘 美 しい 自分の 土地 居る

　　 hnix　yyr　sat　 ddu　ggep　 　　　　　　　　 娘の姿は姻戚の家で見られるよ

　　娘 影 姻戚 家 遊ぶ 　 　 　 　 　　 うになる

　　 bbu　nrat　 ip　　 mu　 jjo　　　　　　　　 美しい羊が自分の土地にいても

　　 羊　 美 しい 自分の 土地 居る

　　 bbu　njy　huo　 mu　 ssi　　　　　　　　　　　 羊の皮は漢族区で使われるよう

　　 羊　 皮　漢族 土地 使 う　　　　　　　　　　　 になる

　　　　　　　　　　　　　　 [NL2]

　 老いた牛や馬などを漢族の街へもって行って,そ の肉を売るというのも固定的な表

現 としてある。
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　　 axqy　bbumu　 nit　　　　　　　　　　　　 娘は嫁ぎ先とつながってお り

　　娘　　嫁ぎ先 かかわる

　　 1e　mop　 huo　 mu　 nit　　　　　　　　　 老いた牛は漢族区とつながって

　　牛 老いた 漢族 土地 かかわる　　　　　　　　いる

　　　　　　　　　　　　　　　[NLIJ

　　 hxo　mox　 op『ro　 ggo　 　　 　　　　　　 老いた馬は西昌で命尽き

　　馬　老いた(地 名)尽 きる

　　 1e　mop　 jieshat　ggo　 　　　　　　　　　　 老いた牛は街で命尽きる

　　牛 老いた 街 　　尽きる

　　　　　　　　　　　　　　　[K2:49]

　　 hxo　mox　 op『ro　 ggo　 ap　lap　 　　　　 老いた馬は西昌で命尽きるよ

　　馬　老いた(地 名)尽 きる(助)

　　 le　mop　 op『ro　 ggo　 ap　lap　　　 　　　老いた牛は西昌で命尽きるよ

　　牛 老いた(地 名)尽 きる(助)

　　　　　　　　　　　　　　　[NH:98]

　今世紀前半には,軍 閥,官 僚そして地主などのコントロールのもとで,大 量にアヘ

ソを購入する商人が涼山の舞族区を頻繁に訪れ始め,舞 族も盛んにアヘソの栽培を行

い漢族の商人に売 り渡 したが,ア ヘンの栽培は舞族の経済活動に多大の影響を与えた

【r涼山舞族奴隷社会』編写組　 1982:61-65】。

　次の歌詞は舞族が馬を好むこととの対比において,漢 族がアヘンを好むということ

を述べている。

　　nuo　 dda　 　　 mupgop　 zzy　　　　　　　　 舞族は裕福になると馬を買って

　　舞族 裕福である 馬　 　　乗る　 　　 　　　 乗 る

　　mupgop　 nuo　 gatqip　 　　　　　　　　　　 ところが思いもよらず落馬 した

　　馬　　　舞族 予期に反する　　　　　　　　　りする

　　huo　 dda　 　　 yiexyi　ndo　 　　　　　　　漢族は裕福になるとアヘンを買

　　漢族 裕福である アヘソ 飲む　　　　　　　　 って吸 う
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　　 yiexyi　huo　 goxkie『 　　　　　　　　　　 ところがアヘンが体をボロボロ

　　 アヘソ 漢族 体を破壊する　　　　　　　　　　にする

　　　　　　　　　　　　　　　　　 [NL2]

　胡 【1985:301-303】によれぽ,19世 紀の末 ごろより,刀 や矛などの伝統的な武器 と

ともに清朝の軍隊から分捕 った銃などを舞族が戦闘において使用し始めていることが

知られる。そして,今 世紀40年代になると新式の銃が完全に伝統的な武器にとってか

わったが,銃 を漢族区から積極的に購入する財源 となったものとしては,ア ヘソの栽

培による収入が与って大きいという。

　 口諦詩にも銃のことは頻繁に見える。戦闘力を格段に高める銃は紛争の絶えなかっ

た涼山地区で盛んに求められたことを反映 しているものとして理解される。

huo　my　luo　ggut　 zuo　 　　　　　　　　　　 漢族区に捜 し求める

漢族区(文 学語)捜 し求める

lie　shyt　a　vut　zuo　 　　　　　　　　　　　　　銃をi捜し求める

銃　　　　 捜 し求める

　　　　　　　　　　　　　 [NS:16]

huo　 mu　 mox　 ne　 　　　　　　　　　　　 漢族区を目にすると

漢族 土地 見る(助)

lie　shyt　mgu　 la　　joxjjip　 　　　　　　　　銃のことを想 うようだ

銃 　 　想 う(助)～ のようだ

　　　　　　　　　　　　 [NS:168]

次の二つには漢族区の銃 と舞族の伝統的な武器である矛 とが対に して表現されてい

る。

huo　 mu　　chot　lur　ngop　sip　　nyi　　kuo　　　nzox

漢族 土地 銃弾　　我 　々取る(助)　 勇敢だ(経 験)

　　　　　　　　　　　　　　　漢族区の銃弾を手に しても我hは 勇敢であった
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mp　 mu　 njl　qu　 ngop　 slp　 nyl　 qy　 nzox

舞 族 土 地 矛 白 い 我h取 る(助)担 ぐ(経 験)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　i;区 の 白い 矛 を 手 に して我hは 担 いだ こ と もあ った

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　[K3:274]

　 　 cyx　 ne　 　 huo　 mu　 lie　shyt　 sip　 su　 　 　 (ox　yie)　 mu　 gat　 nge

　　これ(助)　 漢族 土地 銃　　　取る 勧)　 (難子詞)　(人名)　～である

　　　　　　　　　　　　　　　　 それなら漢族区の銃を使 うものはたいしたもの

　　nip　 mu　 nji　mop　 yu　 su　　　(ox　yie)　 mu　gat　ddi

　　舞族 土地 長い矛 取る(助)　 (難子詞)　 (人名)　 (助)

　　　　　　　　　　　　　　　　　 舞族区の長い矛を手にするのもたいしたもの

　　　　　　　　　　　　　　　[VH:154]

　 2.4.漢 族 と舞族 の間の習慣 の差異

　舞族と漢族の文化,習 慣の違いを表現 した格言詩 もいくつか存在する。序論[1.2.】

で述べたように,舞 族と漢族では社会体制そのものが異なっているわけであるが,そ

れ以外の様々な文化,習 慣の違いも,舞 族の人々にとって異質なものと感 じられ,漢

族に対する違和感を助長させる可能性をもつものである。こうした一つ一つの差異が

全体として舞族区と漢族区とい う対立的構造を形成 しているものと思われる。以下,

両民族の間の差異に注 目している格言詩のい くつかを示 しておく。

　舞族 と漢族では良俗の基準が異なることは次のように表現されている。

nip　 lyp　 huo　 lyp　jjy　　 ap　 　 qo　 　　舞族 と漢族の良俗が異なるのは

舞族 良俗 漢族 良俗 互いに(否 定)伴 う

ce　qy　 jji　qy　 jjy　 ap　 　 sup　 　 塩 と飴のうまさが違 うようなも

塩 うまい 飴 うまい 互いに(否 定)似 る　 　 のである

　　　　　　　　　　　　　[NL2]

　舞族と漢族の両民族の間では話 している言語も異なる。次のものは舞語 と漢語を対

比させている。
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　　nip　 sse　 nip　hxop　syp　mga　 　　　　 ma　 　ap　　　 jjo

　　舞族 男子 舞語　　 知 り尽 くしている(量)　 (否定)存 在する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舞語を知 り尽 くしている舞族はなく

　　huo　 sse　 huo　hxop　syp　mga　 　　　　 ma　 ap　　　 jjo

　　漢族 男子 漢語　　　知 り尽 くしている(量)　 (否定)存 在する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漢語を知 り尽くしている漢族もない

[NL2]

次は漢族の人間関係のあ り方に触れたものである。

huo　 mga　 jjipyo　ly　　　　　　　　　　　　漢族は蜂がぶんぶん飛び回るよ

漢族 通る 蜂　　 うなる　　　　　　　　　　 うににぎやかに歩いているが

zzi　 la　　ddox　ap　 　 ti　　　　　　　 出会ってもあいさつをかわさな

出会 う(助)言 葉(否 定)伝 える　　　　　 い

huo　 zzur　jjipbbudie　 　　　　　　　　　　 漢族の住居は蜂の巣が重なるよ

漢族 住む 蜂の巣 重なる　　　　　　　　　 うにた くさんあるが

mgep　 la　　 chox　ap　 　 wep　 　　　　　　 泊まっても諏も食べさせてもら

泊まる(助)晩 飯(否 定)得 る　　　　　　　 えない

　　　　　　　　　　　　 [NL2]

　父系の血統に基づ く強固な血縁関係を絆 として,何 代も前に共通の祖先から別れた

遠い親戚 どうしでも,あ いさつ しあって姓名を尋ね親戚であることがわかれぽ暖かく

もてなし飯を食いは く・れることのない社会で生活 している舞族の人々にとって,と に

か く見知 らぬ人 と会えば,あ いさつ しあって血縁上のつなが りの有無を確認するのは

生活上自然なことである。このような認識をもっている舞族からすれば漢族の人間関

係はあまりに冷淡に感 じられるが故に,こ のような表現が生 じたのであると考えられ

る。

　次の三つの格言詩は漢族の地区では文字の使用が舞族区に比して浸透 しているとい

う認識を示 している。舞族は独 自の文字をもっているが,そ の使用は一部の者に限ら

れており,ほ とんどの舞族の人々は文字とは関係のない生活を送っていたことを反映

しているものと思われる。
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nuo　 mu　 ddop　nrat　　　 li　　　　　　　 舞族区のすばらしい言葉は

舞族 土地 言葉 すばらしい(助)

pup　 mge　 　 ly　 ke　zix　　　　　　　　　祖先が子孫に食べさせてあげる

祖先 咀噛する 子孫 口 入れる　　　　　　　　ように口からロへ と伝え

pat　mge　 　 sse　ke　zix　　　　　　　　　　 父が子に食べさせてあげるよう

父 咀噛する 子 口 入れる　　　　　　　　　に口からロへ伝える

huo　 mu　 bburxw　 li　　　　　　　　　　　 漢族区の文章は

漢族 土地 文章　　(助)

pup　 bbur　ly　 bbyp　 lox　　　　　　　　　祖先が書いて子孫に与え

祖先 書 く 子孫 与える(助)

pat　bbur　sse　bbyp　 lox　 　　　　　　　　 父が書いて子に与える

父 書 く 子 与える(助)

　　　　　　　　　　　　 (NL2]

nuo　 mu　 li　　 ddop　jiet　　　　　　　　 舞族区は口頭での約束

舞族 土地(助)　 口頭の約束

huo　 mu　 li ,tepyy　 　　　　　　　　　 漢族区は文書での約束

漢族 土地(助)　 文書

　　　　　　　　　　　　　[NL2]

nuo　 mu　 ddop　jiet　yu　 　　　　　　　　　 舞族区では 口頭で約束をする

舞族 土地 口頭で約束をする

shuo　mu　 tep　yy　bbur　 　　　　　　　　　 漢族区では文書で取 り決める

漢族 土地 文書　書 く

　　　　　　　　　　　　　[NLZJ

　 次 の もの は漢 族 のひ げ を 伸 ばす とい う習 慣 を と らえ た の も ので,舞 族 が ひげ を 抜 き

去 る習慣 と対 照 的 に述 べ られ て い る。 舞 族 が ひ げ を抜 き去 って し ま って伸 ぽ さな い こ

とは,今 世 紀 初 頭 に 涼 山 を 訪 れ た 鳥 居[1980:233】 の 記 録 に 見 え る。 鳥 居 は 「男 子 は

髪 を こ と ご と く抜 き去 って し ま う。 され ば 一 見 髪 が無 い もの の よ うに 見 え る」 と記 し

て い る6)。

6)林[1947:41】 には 「舞族 と漢族 は体格 の上か らは区別 しがたいが,『 天菩薩』があ る者は舞/
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　　 hxie　mgat　 qox　 ne　 miep　zyt　hxo　 　 　 　 　 漢 族 とい っ し ょに い れ ば ひげ を

　　 漢族 　 　 　伴 う(助)　 ひ げ　 　 蓄 え る　 　 　 　 　蓄 え

　　 nosu　 qox　 ne　 miepzyt　 zhyr　 　 　 　 　 　 　 舞 族 とい っ し ょに い れ ば ひ げ を

　　 　 i;伴 う(助)ひ げ 　 　抜 く　 　 　 　 　 　 抜 く

　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 [NL2]

　　 hxie　mgat　 nge　 　 ddix　 miep　zyt　ap　 　 zzur漢 族 とい うの に ひげ を は や さず

　　 漢族　 　　 ～である(助)　 ひげ　　　(否定)　 存在す る

　　 nua　su　nge　　　　　ddix　 　nzup　tip　　　　　　　ap　　　　　ndit

　　 舞 族 　 ～ で あ る(助)舞 族 独 特 の まげ(否 定)帯 び る

　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　 舞族 とい うのに まげ を のぼ して いな い

　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 [NL2]

　 次 の歌 詞 は 土 司 と漢 族 の 役 人 の こ とを並 べ て 述 べ て い る が,特 に 漢 族 の土 葬 の習 慣

と舞 族 の火 葬 の 習慣 が対 照 的 に 述 べ られ て い る。

huo　 mu　 gixssesy　 　　　　　　　　　　　漢族の役人が亡 くなれば

漢族 土地 役人　 死ぬ

zyp　gup　jie　zhyr　tie　　　　　　　　　　　　　 絹に包まれ

絹　　　　　　包む

mge　bbu　cyp　ji　　 wep　 　　　　　　　　　 棺桶を一つ作る

棺桶　　 一　 (量)　得る

nip　 mu　 nzy　 sse　 sy　　　　　　　　　　 舞族区の土司が亡 くなれば

舞族 土地 土司 男子 死ぬ

shy　vut　 　　 shy　nuo　 　tie　　　　　　　　 藍や黒のマン トに包まれ

藍色のマント 黒のマント包む

syr　pyt　cyp　gat　 wep　 　　　　　　　　　 薪一山を得る

薪　　 一　 (量)得 る

　　　　　　　　　　　　 [NH:318]

＼ 族 であるとわか るし,ひ げのある者 は必ず漢族であ る。 しか し奴隷 にされた漢族 も強制 され

　 て 『天菩薩』 を伸 ぽ してい る」 と述べてい る。 なお,『天菩薩』 とは舞族 の男子が伸ばす独

　 特 のまげの漢語名である。
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　舞族 と漢族の間では主食 となる穀物の種類 も異な り,こ のことも表現されている。

舞族の主食となる穀物はソバであり,漢 族は米である。

　　nuo　su　po　cyp　 　　 mga　vat　　　　 w　 　 舞族は手をつかねている時 ソバ

　　舞族　 手をつかねる ソバの薄焼き団子 焼 く　 の薄焼 き団子を焼き

　　hxie　mgat　po　cyp　 　　 cha　jot　　 w　 　　　 漢族は手をつかねている時おか

　　漢族　　 手をつかねる 米のおかゆ 煮る　　　 ゆを煮る

　　　　　　　　　　　　　　　[NL2]

　舞族と漢族の問の衛生観念の違いも表現されている。

　　nuo　 vit『yP　zze　 ggie　　　　　　　　　　 舞族の服は汚れで痛んでだめに

　　舞族 服 汚れ 蝕む 絶える　　　　　　　　　 なり

　　shuo　vit　yyx　cy　 ggo　 　　　　　　　　　　 漢族の服は何度も洗った結果ぽ

　　漢族 服 水で洗 う 尽 きる　　　　　　　　　　ろぼろになる

　　　　　　　　　　　　　　　[NL2]

　以上,葬 族と漢族の違いということに注 目している表現を挙げて来たが,次 の例の

ように,人 間としての根本的な感情に関しては共通しているのだという認識を示すも

のもある。

　　nip　 sse　 huo　 sse　 cha　 　　　　　　　　 舞族と漢族は違 うが

　　舞族 男子 漢族 男子 違いがある

　　ax　mo　mgu　jjup　 zyt　　　　　　　　　　　 母親を想 う気持ちは同じである

　　母 想 う気持ち 一致する

　　　　　　　　　　　　　　　[NL2]

　 3.考 　 　 　 　 　察

　 3.1.イ メー ジ形成 の時期

　 以上,口 論詩に表現されている漢族または漢族区の様hな イメージを記述 してきた
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が,ま ず,口 諦詩に表現されている事象から推測できることは,口 論詩に定型的な表

現 として凝結している舞族の人hの 漢族に関するイメージは中国の清朝か ら民国期に

かけての時期に存在 していたものであったろうということである。清朝の官吏の制帽

の飾 り,銃 器そしてアヘソ等が表現されていること,そ してこの時期に涼山に至った

者によって報告されている事象との一致などがその目安 となる。もちろん,そ れ以前

の時期,す なわち舞族と漢族が初めて接触 した時から清朝の時まで底流として存続 し

ているイメージ,特 に王朝からの統制が強まった と思われる明朝以来のイメージが含

まれていることもあ りうるし,1950年 代に中国共産党の指導の下に行われた民主改革

以後のイメージが含まれている可能性もあるが,そ のことを積極的に示す証拠を欠い

ている。それゆえ,口 諦詩の表現 より帰納される漢族のイメージは,清 朝より民国期

に至る期間のものを核とする過去の漢族のイメージとして理解するのが最も妥当であ

ろう。

3.2.主 要 な他民族 と して の漢族

　【2.1.1で示 した空間認識にかかわる表現か ら知られるように,漢 族は舞族自身以外

の民族 としては,舞 族のほとんどの関心を占める異民族集団として認識されているも

のなのであ り,そ うした漢族を異質な民族集団として実感させ る役割を果たしている

個々の要素としては,【2.4.】で示 したような,風 俗習慣の様々な面での差異が指摘で

きる。

　本論で記述した口諦詩の表現から導き出される漢族の主なイメージ及びそのイメー

ジとかかわる表現をまとめて示せぽおお よそ表1の ようになる。

表1漢 族 の主 なイ メージ

権 力 の イ メ ー ジ 物資供給者のイ メージ

漢族の役人 塩

制帽の珠飾り 布

兵　士 酒

軍 旗 鍋

牢　獄 飴

銃

天秤棒
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3.3.物 資供給 者 と しての漢族

　 【2.3.】での記述,そ して 【3.2.】で示 した表から知られるように,漢 族は,鉄 器具,
'塩

,布 地などの生活必需品や酒,銃 の供給者 としてイメージされてお り,漢 族区は商

工業の発達 した地域 としてイメージされている。このことから,舞 族にとって漢族 と

は何 よりもまずこれら物質文化の方面における供給者としてプラスの価値観をもつ存

在なのであるとい うことが推測される。つま り,舞 族にとって,漢 族は異質な民族集

団であ り,基 本的には敵対関係にある存在であったが,し かしながら,そ のような漢

族 とでも,役 人や商人などとの関係を維持す ることに よって,そ こから利益や自らに

とって必要な物資の獲得を図らねばならない存在 として舞族に認識されていたであろ

うとい うことである。また,ひ とたび漢族側の勢力が弱まると,漢 族区で物資の略奪

を行った動機の一端は,漢 族が所有 している物資の魅力自体によるものであったかも

しれないことも推測される。

ノ

3.4.権 力 として の漢 族

　もう一つの顕著なイメージとして指摘できるのは,権 力 としての漢族のイメージで

ある。権力としての漢族のイメージは,【2.2.】での記述,【3.2.】の表において示 した

ような大軍を率いる漢族の役人や牢獄によって象徴的に示 されていると解釈すること

ができる。涼山の舞族は,涼 山の険しい自然環境とい う条件 も与って,血 統的優位性

に基づ く価値観を保ち続け,そ れに基づく社会構造を維持 し続けることが可能であっ

たが,そ のような舞族区の周縁部において,異 なる価値観,社 会構造に基づいて行動

し,経 済力を背景として舞族区の中心部へと開拓を推 し進めて勢力を伸ぽして来る漢

族は,圧 倒的な軍事力をもって権力を行使 し自分たちを抑圧する存在として認識され

ていたであろうことが,こ のようなイメージから推測できる。 しか し,こ のような漢

族は,友 好的な関係を維持 して,そ こから利益を得ながら共存するべき相手としての

イメージも兼ねもっていることが,【2,2.】で示 した役人への贈与についての表現など

から推測 される。また,軍 事力に支えられて成立 している権力としての漢族像は,必

然的なこととして,権 力をもっている漢族,す なわち役人だけに舞族の関心を向かわ

せるものと解釈すれぽ,ど うして口諦詩に表現されている漢族が役人に集中 している

のかとい うことも理解できる。 このように権力をその存在基盤 として認識されている

漢族は,い ったん経済的疲弊などか らその軍事力が弱体化 し,ま た舞族の奴隷主たち

に利益をもたらさないようにな り,舞 族の間における役人の権威 も失墜すれば,そ れ
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までの抑圧に対する反動として舞族側による漢族への攻撃を引き起こし得たであろ う

ことは容易に推測できることである。事実,涼 山の舞族は漢族の側の軍事力が手薄に

なれぽ,漢 族居住区に攻勢に出て,軍 事的手段により奴隷及び物資の獲得や土地の占

拠を図ったのである。

3.5,都 市 の役割

　口論詩の表現から帰納される舞族にとっての漢族のイメージは,特 に政治的,経 済

的事象に関して顕著であるが,し ば しぼ漢族の居住区である城郭都市や街に強く結び

付いて表 されていることも指摘 してお く必要がある。このことは,舞 族と漢族 との交

流において漢族の都市や街が中心的な役割を果たしていたことの反映 として解釈でき

よう。

4.結 　　　 　　語

　本稿での考察により明らかにした主要な点をまとめておくと,清 朝から民国期に至

る時期を中心として,涼 山地区の舞族が漢族という異民族に対 して抱いていた主なイ

メージは二つあり,そ の二つのイメージから推測可能なこととしては,ま ず,漢 族は

その物質的な豊かさのゆえに魅力のある存在であったであろうということ,第 二に漢

族はその経済力,軍 事力を背景とする強大な権力をもって舞族を抑圧する存在 として

認識 されていたであろうということである。そして,こ れらのイメージは都市 とい う

空間への集中傾向を示 しているのである。

　以上,本 稿での記述,考 察を通 して,舞 族が伝統的社会において抱いていたであろ

う漢族像を明らかにして来たが,本稿で試みたような方法によって得られた漢族像が,

果たして,実 際の舞族の認識とどれほどの整合性を保 っているのかという点を,漢 籍

の利用や聞き取 りによって検証 して行き,こ のような研究方法の有効性を確認するこ

とが今後の課題として残されているといえよう。
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